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ＯＯのみなさん、こんにちは。日本共産党です。私は、老松支部のＯＯです。

きょうは、私たちの暮らしのことや、今の政治について、お訴えに上がりました。しばらくの間、この場所をお借りします。どうぞよろしくお願いします。

政権交代が行われましたが、民主党、社民党、国民新党の政治も「期待はずれ」という声が大きくなっています。「民主党には失望した、しかし、自民党には戻りたくない」、こう言う人が増えています。「無党派層」が半分に近くに増えた、と世論調査は伝えています。

昨年8月の総選挙で、自民・公明党の政治がノーの審判を受けた理由は、何だったでしょうか。「姥捨て山」の後期高齢者医療制度を止めてくれ、派遣労働など労働者使い捨てを止めさせよう、こうした国民の声が全国に満ち溢れたからです。危険な米軍普天間基地について、「国外、最低でも県外移設」と言う民主党の公約に期待が集まったからではないでしょうか。

しかし、民主党政権は国民の要求に応えていません。その上、公約違反を続けています。

日本共産党は「後期高齢者医療制度を直ちに廃止を」「労働者派遣法の抜け穴を塞いで抜本改正を」「普天間基地は無条件返還せよ」と一貫して訴えてきました。選挙で共産党を伸ばして、要求を実現させましょう。

いま暮らしは大変です。「景気が悪い、仕事が無い」、どうしてこんな世の中になったのでしょうか。労働者や中小企業が苦しんでいる一方で、大企業と大資産家は、内部留保など、莫大なカネをため込んでいます。過剰なため込み金が投資に回って金融危機の一因にもなり、経済危機を起こしました。また、労働者が貧乏になり、購買力が無くなったから、「作っても売れない」と、経済が萎縮し、デフレスパイラルになっています。

日本共産党は、莫大なため込み金を社会に還元せよ、賃上げ・雇用確保など労働者の要求実現を、と主張しています。労働者・国民のためのルールある経済社会をつくることが目標です。

外交政策では、敗戦国日本の講和と引き換えに結ばれた日米軍事同盟をどうするのか、が最大の問題です。日本共産党は、アメリカ軍の基地使用を認める安保条約を廃棄し、自主的な平和外交を進めよう、と主張しています。いま志位和夫委員長は、アメリカに行って、核兵器廃絶の国際会議参加と野党外交でがんばっています。

日本共産党は、大企業やアメリカの言いなり政治を変革し、国民が主人公の政治を実現する将来展望を持っています。同時に、国民がぶつかっている苦難を解決する政党として、「困ったときは共産党へ」と言われるよう頑張っています。

ここで皆さんに、日本共産党から、お願いがあります。企業団体献金も、政党助成金も受け取らず、国民のために清潔な政治を進める源が、しんぶん赤旗の発行です。日刊紙は1ヶ月2900円、日曜版は1ヶ月が800円です。どうか、しんぶん赤旗をご購読下さい。よろしくお願いします。

最後に、7月の参院選挙についてお願いします。民主党、自民党に対抗して、岡山選挙区では、日本共産党の垣内雄一さんが頑張ります。また、比例代表は全国が一つです。日本共産党と政党名でよろしくお願いします。日本共産党老松支部は、みんなで力をあわせて、参院選勝利のためにがんばっています。あなたのお力添えを、心からお願いし、訴えとします。ご清聴ありがとうございました。

